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ダム設計の考え方について

1 ま え が き

ダムを設計する際の基本的条件は， 極めて単純

であり， ダムの型式， 規模の如何に拘らず殆んど

同ーである。すなわち，

i 十分な圧縮強度（支持力）を有すること

ii 滑動に対しても十分な抵抗力をもつこと

iii 悪影響を与える程の漏水のないこと

この他， 重カダムでは転倒に対する条件として

iv 上流面に鉛直方向の引張応力が発生しない

こと

の条件が付加されるに過ぎない。

それにも拘らず， ダムの建設に高度の技術が要

求されるのは， 構造物が巨大であるためである。

量の変化が質の変化をもたらす典型的な例といっ

てよい。

当社では， 昭和20年代には， 朝日， 秋神の重力

ダムを， 30年代には， 井）II' 畑薙等のホロ ー ダム

を， 40年代には高根ア ー チダム，50年代には馬瀬

のロックフィルダムと， いろいろな型式の大ダム

を建設して来た。

ダム型式の選択， 設計上の考え方は， それぞれ

の時代の技術的， 経済的背景を反映しており， 時

代と共に大きく変化している。しかし， ダム型式

の如何に 拘らず， 設計上の 基本思想は 共通であ

る。

勿論， この20年間の電子計算機の発達が， 設計

計算上の技術に革命的な変化をもたらせたことは

言うまでもない。しかし， 最近， このような技術

の発展に頼り過ぎるあまり， より根本的な問題点

を見失う傾向がないであろうか。

単純な問題で常識と考えて， 無意識に適用して

いるものでも， 深く考えればいろいろな問題を含

んでいるものがある。 2, 3, 例を取り上げて考

えてみたい。

2 ダムの鉛直応力の分布について

動カダムの安定計算を行う場合， 自重や水圧等

の外力によって， 堤体の鉛直応力は， 直線的に分
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布すると仮定しているが， 厳密に言へば， 直線的

な分布を示すものではない。

井川のホロ ー ダム設計の際の検討によれば， 鉛

直応力の分布は， 上下流面勾配の影響をうけ， 殊

に勾配の緩い場合には著しく非線型性を示すこと

が明らかにされている。

また， 力学的性状の異る基礎岩盤上に築造され

ることにより， 非線型性は， さらに助長される。

しかし， 外力の作用点， 重心等の形状要素が変ら

ない限り， この非線型性は， マクロ的に見て， ダ

ムの安定に大きな影響を支えるものではなく， 材

料強度の安全率によってカバーされるものと考え

られる。

しかし， ダムの安定性に大きな影響を与える要

素であるのに拘らず， 見逃され易いものに縦継目

の影響がある。

規模の大きなダムでは， コ ンクリ ー トの硬化熱

による堤体の亀裂発生を防止するため， ダムの縦

断方向に収縮継目を設けることが多い。

縦継目に対しては， キ ー を設け剪断力の伝達を

計るほか， 継目グラウトエによって一体化するよ

う施工される。

継目グラウトエは， 熱放散の関係上， 工事の末

期， 湛水開始に行われることが多い。このため，

水圧に対しては， ダムの一体性が確保されたとし

ても， 自重による応力分布は連続したものになら

ない。

つまり， 重心等の形状要素が， 当初期待してい

たものと異ることになり， マクロ的に見ても， ダ

ムの安定に影響を与える場合が発生するのであ

る。

ダムの安定を検討する場合には， 施工過程にお

ける応力分布の変化についても， 十分な考慮を払

うことが重要である。

3 揚圧力の分布について

現在のダム設計基準では， ダム上流面に引張応

力を発生させないという条件の下で， 下流側に水

圧のかからない場合には， ドレーン孔を持たない
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